
令和３年７月６日 

観光文化スポーツ部 

県内観光事業者の業況聞き取り調査（令和３年７月１日現在） 

業種 地域 
６月入込実績 

（対例年比） 

７月予約状況 

（対例年比） 
特記事項 

宿泊施設 

村山 ２０ ～ ９０％ １０ ～ ５０％ 「やまがた四季旅」について 

・多くの県内客に利用いただき、例年に比べ引き続き県内客の割合が増えている。（多数） 

・湯野浜温泉、あつみ温泉などは、海水浴目的の県内客の予約が好調で、コロナ前よりも予約が入っている旅館も出始めて

いる。 

・日帰り食事プランが好調で多くの予約をいただいている。 

・米沢市においては、平日は市のキャンペーン、休日は県のキャンペーン利用が多かった。 

 

その他 

・７月の４連休については、大半の地域でまだ空室がある状況。 

・新型コロナ感染の報道によって予約が左右されるため、先が見通せない。 

・７月における置賜地域のホテルはスポーツ大会による学校等の予約が一定程度入っている一方、旅館は予約が低調。 

・高齢者はワクチン接種が終わるまで、予約を控えているようだ。 

・さくらんぼ狩りを目的にいらっしゃったお客様は例年の１割程度と思われる。 

最上 ３０ ～ ７０％ ５０ ～ ６０％ 

置賜 １５ ～ ８０％ １０ ～ ５０％ 

庄内 ４０ ～ ８５％  ５０ ～１２０％ 

 

業種 
６月売上実績 

（対例年比） 

７月入込見込 

（対例年比） 
特記事項 

立寄施設 ２０ ～ ７５％ ２０ ～ ８０％ 

・四季旅クーポンを多くの方に利用いただいている。（多数） 

・やまがた四季旅を利用した食事の日帰りツアーが大きな収入の柱になっている。 

・６月におけるさくらんぼ狩りの団体客はゼロだった。 

・やまがた四季旅をもっとＰＲしてほしい。 

旅行会社 ３０ ～ ８０％ １５ ～ ５０％ 

・やまがた四季旅による県内への旅行需要は非常に高い。 

・県外への企業の出張は徐々に増えてきている。 

・やまがた四季旅で非常に助かっている。 

交通事業者 ３５ ～ ５５％ ３０％ 

・県外から県内へは増加傾向だが、県内から県外へはあまり動きがない。（県バス協会） 

・やまがた四季旅を取り入れた旅行商品は販売を開始したばかりで集客はこれから力を入れる。（県内大手バス会社） 

・県内の団体客は、ほぼ学生団体の県内移動が占めている。（県バス協会） 

・県内における感染の落ち着きに伴いタクシー需要が回復しつつある。（県ハイヤー協会） 
 

「県民泊まってお出かけキャンペーン ～やまがた四季旅～ 」の販売状況【令和３年７月５日現在】 

全体   158,834 人泊（宿泊施設直接予約：85,326 人泊、旅行会社予約：73,508 人泊） 

     執行率  36.3％ 

  


